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　新春を迎え謹んでお慶び申し上げます
 読者の皆様には平素よりＮＰＯ法人ＡＣＮの活動にご理解とご協力をいただき、厚くお
礼申し上げます。丑年の2021年が、皆様にとりまして実り多き年になりますよう祈念いた
します。本年もどうぞよろしくお願いいたします。
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賛助会員

年　次 ギンザケ ブリ類 マアジ シマアジ マダイ ヒラメ フグ類 クロマグロ その他 合計
H22（2010） 14,766 138,936 1,471 2,795 67,607 3,977 4,410 … 11,751 245,712
H23（2011） 116 146,240 1,094 3,082 61,186 3,475 3,724 … 12,689 231,606
H24（2012） 9,728 160,215 1,093 3,131 56,653 3,125 4,179 9,639 2,709 250,472
H25（2013） 12,215 150,387 957 3,155 56,861 2,501 4,965 10,396 2,234 243,670
H26（2014） 12,802 134,608 836 3,186 61,702 2,607 4,902 14,713 2,607 237,964
H27（2015） 13,937 140,292 811 3,352 63,605 2,545 4,012 14,825 2,709 246,089
H28（2016） 13,208 140,868 740 3,941 66,965 2,309 3,491 13,413 2,659 247,593
H29（2017） 15,648 138,999 810 4,435 62,850 2,250 3,924 15,858 2,859 247,633
H30（2018） 18,053 138,229 848 4,763 60,736 2,186 4,166 17,641 2,868 249,491
R01（2019） 15,938 136,367 839 4,409 62,301 2,006 3,824 19,584 2,869 248,173

●海面養殖業　魚種別収獲量

資料：農林水産省　統計情報
平成 23年は、東日本大震災の影響により、消失したデータは含まない数値
平成 23年までの「クロマグロ」の数値は、「その他」に含まれる

単位：トン
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１．マダイ　
　2020年9月～12月に出荷された夏越し種苗は405万尾と、
前年（425万尾）比5％減となった。また、同時期に仕込
まれた秋仔種苗の販売予定数は、山崎技研、近畿大学、
ヨンキュウなど9社（民間8社、公的1事業場）で2,080万
尾であり、前年（2,410万尾）比14％減である。2021年1
月以降に仕込み予定の春仔種苗については、生産予定
の立っていない種苗生産業者が多く、新型コロナの拡大
により見通せない種苗需要が影響していると考えられる。
ただ、成魚相場は依然安いままだが、韓国向けの活魚輸
出の急増や、国のコロナ対策補助事業による販売の勢い
は強く、ここ数年続いた成魚の過剰在池は解消されつつ
ある。そのため、春仔種苗の出荷尾数は前年（1,448万
尾）より増加すると予想され、今シーズン（2020年9月～

2021年8月）の養殖用種苗数は、昨シーズンより増加し、
約4,000万尾と推測される。
　図1に示すように、2003年以降は、年間種苗導入数が
5,500万尾を超えると、相場は2~3年間が下がり、その後
また上昇していたが、2017年には5,500万尾を超えても、
翌2018年の相場はさらに上昇した。その後は過剰在池
の影響により相場は下がり始め、2020年は、新型コロナ
の影響も重なり、一時浜相場が生産原価を割るなど、養
殖業者にとって非常に厳しい年となった。しかし、2021
年は、成魚の過剰在池の面では解消の兆しが見えてきて
おり、成魚相場の回復と併せて、種苗導入数の増加が
期待されるところである。

 
2．トラフグ　
　2020年9月～12月の採卵は近畿大学など2社で、種苗は
3社で29万尾生産され、19万尾が出荷された模様である。
その他の生産者は、2021年1月上旬から2月にかけて1回目

の採卵を予定している。
　2020年は、新型コロナの影響で成魚の荷動きが鈍かっ
たことに加えて、海面の養殖場では、粘液胞子虫性やせ

ＡＣＮ養殖用種苗生産中間速報　
2020 年 9 月～ 12 月出荷尾数

　　2021 年 1 月～予想
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　　　　　資料：成魚価格　東京都中央卸売市場統計情報　鮮魚／たい類／まだい（養殖）2020 年は 1 ～ 11 月平均
　　　　　　　　種苗尾数　ＡＣＮレポート種苗生産速報（記載年 9 月から翌年 8 月までの 1 年間の数値）
　　　　　　　　但し、2020 年は見込数

図1　マダイ養殖用種苗数と成魚価格の推移



病などの魚病被害が甚大な地域もあり、2021年の種苗導
入数が減少すると予想される。なお、陸上養殖場の導入
数は前年並みと思われる。
　全雄種苗の生産も引き続き行われ、長崎県では昨年ま

でと同様に、総合水産試験場から提供される全雄精子で
生産された種苗が県内養殖業者限定で販売される。全雄
種苗の成長や白子の入りなどの評価は上々で、今後も生産
は継続されると思われる。　

3．ヒラメ　
　2020年9月～12月の自家養殖を含めた種苗出荷数
は、まる阿水産、長崎種苗、マリンテックなど6社で
138.5万尾と前年比41％増となった。2019年はアクア
レオウイルスやＶＮＮなどウイルス性疾病による生産
不調が見られたが、2020年の種苗生産は概ね順調に推
移したようであるが、一部生産不調の業者もあった。
2021年1月以降の種苗出荷予定数を前年並みの321万尾
と仮定すると、2020年9月～2021年8月の養殖用種苗数
は前年を40万尾上回る約460万尾と予想される。
　また、コロナ禍ではあったが、12月上旬までの成魚
出荷は順調で、養殖生産者の種苗導入も順次行われて

いた。しかしながら、2020年12月中旬に「政府がGo 
Toトラベルキャンペーンの一時停止を検討」との報
道で、成魚出荷が急減したため、養殖生産者は、空き
水槽の確保ができないため種苗数を減らしたり、池入
れ時期を遅らせることになり、種苗業者にとっては長
期飼育を強いられ、負担が大きくなることが予測され
る。さらに、トラフグの海面養殖場での疾病による生
産不調で、陸上養殖場でのトラフグ増産の動きも見ら
れ、ヒラメ種苗導入数の減少が懸念される。なお、養
殖ヒラメの韓国産の輸入量と国産生産量は、図2に示
すように、2010年以降9年間減少が続いている。

4．シマアジ　
　2021 年は、近畿大学、山崎技研など 6 社で前年並み
の 430 ～ 440 万尾の種苗出荷が予定されているよう
である。2020 年の年初は、前年からの輸出が好調で、
出荷サイズの 1kg アップが品薄傾向であり、浜相場
は 1,500 円 /kg と堅調に推移していた。その後、新型
コロナの影響で輸出向けが低調となったが、国内向け

販売が堅調に推移し、相場も高値安定している。マダ
イ浜相場が暴落していることから、養殖業者にとって
は、相場の良いシマアジの種苗導入は欠かせないと推
察される。2021 年も種苗の引き合いは活発であると
思われるが、種苗業者がどの程度まで生産できるかが
焦点になる。

（文中社名敬称略）
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図2　養殖ヒラメの韓国産輸入量と国内生産量



養殖・販売概況
2021 年 1 月　ＡＣＮ

１．マダイ
　2019年の全国の養殖マダイ生産量は前年比2.6%増の
62,301㌧で、上位3県は愛媛35,350㌧、熊本8,338㌧、高知
6,334㌧であった（資料：令和3年1月18日農林水産省確報  https://

www.maff.go.jp/j/tokei/kouhyou/kaimen_gyosei/index.

html）。
　養殖マダイの浜相場（生産者価格）は、緊急事態宣言が
発令された2020年4月以降、出荷の勢いが止まり、一時400

円/kgと生産原価を下回る価格帯まで大きく落ち込んだ。そ
の後、経済活動が徐々に再開されるにつれて、相場は低い
ものの出荷状況は徐々に回復していき、夏頃からは例年を
大きく上回るペースで出荷が進んだ。秋以降も出荷量は伸
びていき、在池の消化も順調に進んだが、浜相場は500～
550円/kgと低調なまま12月の年末を迎えた。
　新型コロナによる緊急事態宣言時のマダイ需要は、首都
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資料：財務省 貿易統計　（図中の数字は毎年 1 月～ 11 月の累計輸出数量を記載）

図2　韓国向け　マダイ活魚輸出数量と価格
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資料：東京都中央卸売市場 （全場）　鮮魚／たい類／まだい （ 養殖）
　（図中の数字は毎年 1 月～ 11 月の累計取扱数量を記載　　　　

図1　東京中央卸売市場　養殖マダイ（鮮魚）取扱数量と価格



圏を中心とした量販店による水産物応援セールでの、内食
（家庭で食材を料理して食べること）及び中食（調理済み
食材を買って、家庭などで食べること）頼みであったが、宣
言解除後は、価格の低下したマダイの消費が、営業再開し
た居酒屋やGOTOトラベルで活気づいたホテル等で増加
し、それに加えて、国が5月から実施したコロナ対策補助事
業（注1）が、市場や量販店への出荷量をさらに後押しする
形となったと考えられる。
　図1は、2017年1月以降の東京都中央卸売市場での養殖
マダイ鮮魚の累計取扱数量と月別価格を示したものであ
る。2020年1～11月の累計取扱数量は6,026㌧であり、前年
同期比57.8％増と大幅に伸びている。2019年からの価格下
落は2020年7月まで続き、その後横ばいで11月に上昇してい

る。
　図2は、韓国向けマダイ活魚の累計輸出量と月別FOB価
格を示したものである。低価格が要因となって輸出は好調
で、2020年1～11月は3,874㌧で前年同期比64.9％と急増し
た。価格は7月以降僅かながら上昇している。
（注1）　農林水産省 販売促進緊急対策事業：新型コロナ

の拡大により、売り上げの低下、在庫の滞留等が
生じている対象品目について販売促進を目的とす
る。対象品目の一定期間中の販売量に対して、そ
の調達に要する経費の1/2を補助する（期間14日
間、補助上限2億円）。2020年5月から申請が開始
された。

２．トラフグ
　2019年の全国の養殖フグ類の生産量は前年比8.2%
減の3,824㌧で、上位3県は長崎1,801㌧、熊本639㌧、
大分284㌧であった（資料：農林水産省確報）。
　2020年10月からのトラフグシーズンは、春先の新型
コロナによる外食消費の減退や景気低迷による相場
暴落の流れから、2,000円/kg前後の浜相場でスタート
した。粘液胞子虫性やせ病などの魚病被害や一部地
域での赤潮被害などにより、2年魚の在池尾数は前年
より少なく、品薄による高値相場が期待できたが、コロ
ナ禍により消費は極端に落ち込み、インバウンド需要
も見込めず、厳しいシーズンスタートとなった。会食の
自粛や時短営業などにより外食産業の消費が大きく減
る中で、養殖生産者や流通業者は、ふるさと納税や内

食、中食向けの商品開発、通信販売、コロナ対策補助
事業などの販売方法を模索した。しかしながら、最需
要期の12月に入っても荷動きは鈍く、新型コロナの第
3波の影響で消費は落ち込み、浜相場は1,800～2,000
円/kgで推移した。2021年10月からのシーズンは、前
年の種苗導入数が538万尾であり、ここ数年間で最も
少なく、品薄による高値相場が予測できるだけに、新
型コロナの早期収束が期待される。
　天然物は、台風などの天候不良の影響もあり、9月28
日の下関市唐戸魚市場㈱南風泊市場のセリ始めでは、
前年よりも入荷量が減った。南風泊市場の取扱量は、
2002年には250㌧であったが、2019年には114㌧まで
減少している。
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資料 : 東京都中央卸売市場（全場）／鮮魚／ふぐ類／とらふぐ　（天然と養殖の区別なし）
　（図中の数字は毎年 1 ～ 11 月の累計取扱数量を記載）

図3　東京都中央卸売市場　トラフグ（鮮魚）取扱数量と価格



　図3,4は、2017年1月以降の東京都中央卸売市場で
のトラフグ鮮魚と身欠きの累計取扱数量と月別価格の
推移を示したものである。2020年1～11月の鮮魚取扱
数量は140㌧で、前年同期比31.4%減、身欠きフグは

134㌧で26.4%減と双方とも大きく減少している。2020
年1～11月の平均価格は鮮魚及び身欠き共前年並みで
あった。

３．ヒラメ
　2019年の全国の養殖ヒラメ生産量は前年比8.2%減の
2,006㌧で、上位3県は大分642㌧、鹿児島445㌧、愛媛304
㌧であった（資料：農林水産省確報）。
　2020年1～2月は前年並みの出荷状況であったが、3月
以降は、新型コロナの影響で、料亭や居酒屋、宿泊施設
などの営業自粛、観光客の大幅減少などで大きく減少
し、コロナ対策補助事業も、ヒラメの出荷量にはマダイの
ような勢いはなかった。2021年1月には11都府県に緊急事

態宣言が発出され、これまで以上にヒラメ養殖生産者の
経営は厳しくなると予測される。また、韓国産ヒラメの輸
入量も減少しているが、外食産業や宿泊施設でのヒラメ
の需要が減る中で、韓国産が国産養殖ヒラメの流通に影
響していることは否めない状況である。
　魚病状況として、エドワジエラ・タルダ症による歩留まり
低下や、商品価値を低下させるリンホスチス症が前年に引
き続き生産者を悩ませている。今後は魚病対策による生
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資料：東京都中央卸売市場（全場）／鮮魚／ふぐ類／みがきふぐ（図中の数字は毎年 1 ～ 11 月の累計取扱数量を記載）

図4　東京都中央卸売市場　トラフグ（身欠き）取扱数量と価格
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図5　東京都中央卸売市場　活ヒラメ取扱数量と価格及び韓国産輸入価格



産性の向上、コスト削減、コロナ禍で深刻化する需要減の
なかでの生産物の販促など、ヒラメだけでなく、養殖業界
全体が課題多き局面を迎えている。
　図5は、2017年1月以降の東京都中央卸売市場での活ヒ
ラメの累計取扱数量と月別価格、及び韓国産輸入価格の
推移を示したものである。価格について、東京都卸売市
場では春から夏に下がり、秋から冬にかけて上昇してい

るが、韓国産の変動は緩慢である。
　2020年1～11月の取扱数量は588㌧で、前年同期比
19.3%減、平均価格は1,879円/kgで、前年同期比15%安で
あった。本図には記載していないが、韓国産の輸入数量
は1,324㌧で前年同期比21.8%減、平均価格は1,273円/kg
で前年同期比7.9%と徐々に上昇している。

４．ブリ・ハマチ
　2019年の全国の養殖ブリ生産量は前年比4.1%増の
104,055㌧で、上位3県は鹿児島26,654㌧、大分17,766㌧、
愛媛16,508㌧であった（資料：農林水産省確報）。
　2020年は、年初から輸出向け冷凍在庫品が過剰ぎみで
あったところに、3月から新型コロナで輸出が急減したた
め、量販店向けとしては大き過ぎるブリが残り、販売に苦

慮した。
　鹿児島での浜相場は700～750円/kgでスタートし、コ
ロナ渦で先行き不透明な状況の中で、新物ハマチを早出
しする傾向であった。その後の浜相場も、輸出が急減し
た大ぶりの影響により下落が続き、10月には650円/kg、
12月の最需要期も600円/kgと下がり、2021年1月も上昇気
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資料：東京都中央卸売市場（全場）　鮮魚／ぶり類／はまち（養殖）（図中の数字は毎年 1 ～ 11 月の東京都卸売市場取扱量を記載）

図6　東京都中央卸売市場　ハマチ（養殖）取扱数量と価格
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資料：財務省 貿易統計　ぶりフィレ／冷凍　（図中の数字は毎年 1 ～ 11 月の累計輸出数量を記載）

図7　冷凍ぶりフィレ輸出数量と価格



配は見られない。
　2020年11月から12月上旬まで国のコロナ対策補助事業
で、量販店・回転寿司向けの販売数量増加が続いたが、
12月末にかけてのコロナ感染者数増加と「政府がGoToト
ラベル一時中止を検討」との報道からか、年末商戦は下
火で、例年の70～80％程度の出荷状況であった。
　疾病関連では、ベコ病の発生が各地で観察され、地域
によっては罹病率50％もあった。
　モジャコ導入尾数について、2020年は前年比11.5%減
少したが、コロナ禍で成魚出荷が進まず、在池量が増加
し、しかも、ベコ病等の疾病が懸念されるため、2021年の
導入数は前年の1,860万尾より減少するものと予想する。
　図6は、2017年1月以降の東京都中央卸売市場での養
殖ハマチ鮮魚の累計取扱数量と月別価格を示したもので
ある。2020年1～11月の累計取扱数量は6,564㌧であり、

前年同期比34.9％増加している。2019年8月（1,309円/
kg）から価格は下がり始め、2020年11月には946円/kgで
あった。
　図7,8は、冷凍及び生鮮・冷蔵ぶりフィレの累計輸出量
と月別FOB価格を示したものである。輸出の金額と数量
の約80%を占めるアメリカ市場が、新型コロナで消費が
激減し、さらに、コンテナ船と航空機が減便したため運賃
は急上昇し、輸出ブリ生産者・加工業者にとっては非常
に厳しい経営状況になった。2020年1～11月の輸出数量
は、冷凍フィレ5,416㌧で前年同期比33.0％減、生鮮・冷
蔵フィレ767㌧で同44.6%減であった。輸出価格について
は、冷凍は6月以降急落し11月は1,629円、生鮮・冷蔵は2
月から5月まで下がり、その後上昇し11月は1,800円/kgで
あった。

５．カンパチ
　2019年の全国の養殖カンパチ生産量は前年比15.2%減
の28,494㌧で、上位3県は鹿児島15,096㌧、愛媛3,965㌧、
宮崎1,958㌧であった（資料：農林水産省確報）。
　カンパチほど新型コロナの影響を受けた魚種はない
と思われる。2020年初めは、量販店からの引き合いも強
く、在池量が前年より少なかったため堅調に推移してい
たが、新型コロナの影響で、大口需要の外食産業からの
注文が激減し、出荷は停滞した。一部の生産者は、3歳魚
が4kgアップになるため給餌制限したり、東京オリンピッ 
ク向けに残した在池量の減少に苦慮している模様であっ
た。また、国の生産者応援キャンペーンの恩恵を、受けた
業者と受けられなかった業者があった。

　2020年1月の浜相場は1,350円/kgで推移していたが、8
月には1,000～1,050円/kg、2021年1月では800～900円/
kgまで下がっている。
　在池状況は、2020年11月末時点で、3才魚が、全国で
42万尾、鹿児島県内では24万尾の模様である。給餌制限
などで対応しているが、ハダムシ寄生もあり状況はよくな
い模様。
　2020年のカンパチ種苗導入数は540万尾前後と、例年
の600万尾を下回る状況である。
　図9は、2017年1月以降の東京都中央卸売市場での養
殖カンパチ（鮮魚）の累計取扱数量と月別価格を示したも
のである。2020年1～11月の累計取扱数量は1,181㌧であ
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資料：財務省 貿易統計　ぶりフィレ／生鮮・冷蔵　（図中の数字は毎年 1 ～ 11 月の累計輸出数量を記載）

図8　生鮮・冷蔵ぶりフィレ輸出数量と価格



り、前年同期比で16.7％減少している。価格は、2020年8月
（2,097円/kg）から急落し、2020年11月には1,075円/kg

と半値になっている。

６．ヒラマサ
　2019年の全国の養殖ヒラマサ生産量は前年比18.1%減
の3,819㌧で、上位3県は長崎1,494㌧、鹿児島1,290㌧、大
分518㌧であった（資料：農林水産省確報）。
　2019年まではカンパチの代用品として、市場からは強い
引き合いがあったが、2020年は、カンパチ同様に新型コロ
ナの影響で、販売は低調であった。長崎県の生産者から
は「3年魚の在池の消化に四苦八苦している」との声が聞
かれた。このような状況下でも、10月までは継続して出荷
していたが、11月に入り10月の半分に減少した。カンパチ
在池量増の状況下で、外食向け刺し身商材でバッティン

グするカンパチ相場下落の影響を受け、2021年1月の浜相
場は900円/kg前後である。
　図10は、2017年1月以降の東京都中央卸売市場でのヒ
ラマサ（鮮魚・天然と養殖）累計取扱数量と月別価格を
示したものである。2020年1～11月の取扱数量は483トン
で、前年同期比27.8%減となっているが、養殖及び天然物
の双方の入荷の減少が推測される。価格は2019年4月以
降下がり続け、2020年11月には434円/kgとなっており、養
殖ヒラマサの浜相場は900～1,000円/kgで、天然魚も含
む卸売市場価格より約500円/kg高値である。
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図9　東京都中央卸売市場　カンパチ（養殖）取扱数量と価格
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資料：東京都中央卸売市場（全場）　鮮魚／ぶり類／ひらまさ（天然・養殖の区別無し）

図10　東京都中央卸売市場  ヒラマサ（鮮魚）取扱数量と価格



７．シマアジ
　2019年の全国の養殖シマアジ生産量は前年比7.4%減
の4,409㌧で、上位3県は愛媛1,969㌧、熊本791㌧、大分
637㌧であった（資料：農林水産省確報）。
　2020年の年初は、前年からの輸出が好調で、出荷サイ
ズの1kgアップが品薄傾向であり、浜相場は1,500円/kg
と堅調に推移していた。9月から新物出荷が開始され、10
月以降各産地より継続出荷されており、2021年1月では相
場は若干下がり1,400～1,500円/kgで推移している模様

である。疾病状況としては、鹿児島県内では連鎖球菌症
やノカルジア症等が発生し、継続的に投薬を実施してい
る。
　図11は、2017年以降の東京都中央卸売市場でのシマア
ジ（活魚）の累計取扱数量と月別価格を示したものであ
る。2020年1月～11月の取扱数量は483㌧で、前年同期比
27.1%減となっている。2020年初から徐々に下がって、11
月には1,986円/kgとなっている。

８．アユ
　2019年の全国の養殖アユ生産量は前年比5.1%減の
4,089㌧で、上位3県は愛知1,171㌧、岐阜910㌧、和歌山
584㌧であった（資料：農林水産省確報）。
　2020年の人工種苗の生産・育成は全体的に順調であっ

たが、市場は出荷シーズン開始からコロナ禍の影響を強
く受け、料理屋・観光やな・贈答品用等の需要は大幅に
鈍った。相場が下がったため、量販店の取扱量は増加
し、友釣り用おとりアユの需要増や、秋口にはサンマ不漁

10 ACN REPORT  2021.1.30

698 
687 641 615 

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

0
100
200
300
400
500
600
700
800

2
0
1
7
年
1
月
2
月
3
月
4
月
5
月
6
月
7
月
8
月
9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

2
0
1
8
年
1
月
2
月
3
月
4
月
5
月
6
月
7
月
8
月
9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

2
0
1
9
年
1
月
2
月
3
月
4
月
5
月
6
月
7
月
8
月
9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

2
0
2
0
年
1
月
2
月
3
月
4
月
5
月
6
月
7
月
8
月
9
月

1
0
月

1
1
月

Ton ¥/kg数量 価格

資料：東京都中央卸売市場（全場）　淡水魚／生鮮淡水魚類／あゆ（図中の数字は毎年 1 ～ 7 月の積算取扱量を記載）

図12　東京都中央卸売市場　アユ（生鮮）取扱数量と価格

599 612 
519 

378 

1,400
1,500
1,600
1,700
1,800
1,900
2,000
2,100
2,200

0
100
200
300
400
500
600
700
800

2
0
1
7
年
1
月
2
月
3
月
4
月
5
月
6
月
7
月
8
月
9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

2
0
1
8
年
1
月
2
月
3
月
4
月
5
月
6
月
7
月
8
月
9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

2
0
1
9
年
1
月
2
月
3
月
4
月
5
月
6
月
7
月
8
月
9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

2
0
2
0
年
1
月
2
月
3
月
4
月
5
月
6
月
7
月
8
月
9
月

1
0
月

1
1
月

¥/kgTon 数量 価格

資料：東京都中央卸売市場（全場）　活魚類／活しまあじ

図11　東京都中央卸売市場 シマアジ（活魚）取扱数量と価格



による塩焼き商材が多少の追い風とはなったが、相場の
回復には至らなかった。
東京都中央卸売市場での10月の平均価格は1,400円/㎏
前後（例年同時期1,600円/㎏前後）、大阪市中央卸売市
場本場での10月の平均価格は900円/㎏以下（例年同時
期1,200～1,300円/㎏）であった。
　新シーズンの種苗池入れが各地で開始されているもの
の、コスト割れの昨シーズンを終えても先の見通せないコ
ロナ禍の状況から、生産者は慎重な姿勢になっている。
人工種苗については、3月頃から出荷の早期レギュラーサ
イズ用種苗の池入れ数量が減少傾向であり、琵琶湖産
種苗（河川放流や養殖用）についても、2020年12月時点
での注文数量は13㌧以下であり、前期（18㌧）比28%減と
なっている。
　琵琶湖資源水準については、滋賀県水産試験場によ
る産卵調査結果では、有効産卵数47.8億粒（平年値85.1
億粒の56.2％、前年値は約50憶粒）と“平年よりも少ない”

状況とされていたが、12月1日から開始された特別採捕
では、初日漁獲量5.7㌧と過去10年の平年値（5㌧）を上回
り、強風による休漁日を含めてもわずか6日間で上記の受
注量に達した。
　全国の養殖アユ生産量は、2016年5,183㌧、2017年
5,053㌧、2018年4,310㌧、2019年4,089㌧と年々減少して
おり、現在集計中の2020年の生産量は4,000㌧を下回る
と予想される。2021年については、消費の下支えとなる量
販店だけでなく、付加価値の高まる外食産業や観光業の
回復がなければ、生産者の生産意欲の回復も難しいかも
しれない。
　図12は、2017年1月以降の東京都中央卸売市場（全市
場）でのアユ（生鮮）の累計取扱数量と月別価格を示した
ものである。新型コロナの影響を受けた2020年1～11 月
の取扱量は615㌧で、前年同期比4.0%の微減であったが、
平均価格は1,270円/kgで、前年(1,554円/kg)比18.2%安
と大きく下落している。

（文中社名敬称略）
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はじめに
　近年、漁業者から磯焼けの進行、貝類・海藻などの生育不良で困っているという声をよく聞くようになりました。様々
な環境規制やインフラ整備によって日本の沿岸海域は見た目にはきれいになりましたが、海藻や植物プランクトン
にとって必要とされる栄養素が不足しており、海の貧栄養化が全国的に問題となっています。
　そこで、今回は海の貧栄養対策として開発された商品「MOFU-DX」と、その商品を用いた取り組みについて紹介
したいと思います。

“海の肥料”　MOFU-DXとは
　MOFU-DXは、2018年に福岡県福岡市に本社を置くトリゼンオーシャ
ンズ㈱によって開発されました。同社は「水たき料亭博多華味鳥」を
展開するトリゼンダイニング㈱、養鶏や加工を行っているトリゼンフー
ズ㈱と同じくトリゼンホールディングスの一員です。トリゼンフーズ
㈱では国内需要の高まりと共に飼育羽数が増加し、それに伴い排出さ
れる鶏糞は、直営養鶏場だけでも年間2,500tを超えるようになりまし
た。MOFU-DXはこの厄介者の鶏糞を再利用できないかと考えて開発
されました。
　鶏舎にて排出された鶏糞は臭気対策として独自開発されたバイオ
エキス「華

はなさんさん

燦々」で発酵され、窒素・リン酸・カリウムなどをバランスよ
く含んだ肥料「華

はなきら

煌ら［S］」へと形を変えます。「華煌ら［S］」は鶏糞由
来肥料としては珍しく普通肥料に登録されています。この「華煌ら（S）」
に鉄鋼スラグなどを配合して固形化させたものがMOFU-DXです。固
形化することで、海中において栄養分が一度に溶け出しにくくなり、3
～4ヶ月程度植物性プランクトンやバクテリアに持続的に栄養塩を供
給します。MOFU-DXを使用することで貧栄養対策となり、漁業環境
の改善、ひいては漁獲高向上といった効果が期待されます。想定される使用対象は海面養殖、陸上養殖、干潟、藻場
など様々なフィールドです。

現在の取り組み
　干潟においてはアサリ資源再生、増産を目的として使用されています。図1に示すように、国内のアサリ漁獲量は
1983年の16万tをピークに減少を続け、2018年には約20分の1の8千tとなっています。原因として水温や海流の変化、
食害などのほか、貧栄養も指摘されています。

太平洋貿易株式会社　第一営業部主任　奥出　英明

“海の肥料”　MOFU-DXの紹介

MOFU-DX 製品規格

トリゼンオーシャンズ㈱堆肥場

高さ約
12.5cm
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高さ約
12.5cm

　トリゼンオーシャンズ㈱は広島大学の山本民次名誉教
授と尾道干潟において2018年に約半年間の産学共同研究
を実施しています。結果として、MOFU-DX施肥による
アサリの生存率、成長率の向上が見られました。広島で
の実績を受け、熊本県玉名市では、有明アサリ資源復活
を目指して干潟での2020年に施肥試験が始まりました。
熊本県八代市でも、試験期間を経て、2021年春頃に施肥
を行うこととなりました。干潟における施肥の目安とし
ては、1haあたり2,000個（約12t）となっています。

　　　 　

　海面では広島県で2019年から牡蠣養殖場に使用され
ています。牡蠣の成長促進を目的としており、牡蠣同様
イカダに吊るし、餌となる植物プランクトンを増殖させ
る狙いがあります。イカダにおける施肥の目安として、
10m×20m サイズ1枚あたり8～15個となっています。
イカダの中心部かつ、牡蠣垂下長の中心付近に垂下する
と効果的と考えられています。
　新たな取り組みとして、2020年11月から徳島県では磯
焼け対策・藻場再生を目的として使用されています。太
陽光の届く水深2～5ｍの浅瀬域で、海藻が取れなくなっ
た漁場や磯焼けが進行している漁場へ施肥を行ってい

MOFU-DX 設置風景（玉名市）

設置準備 牡蠣育成カゴ使用

MOFU-DX 設置風景（八代市）

牡蠣イカダに設置

納入作業風景 1（徳島県）

資料 : 農林水産省 魚種別漁獲量

図 1 日本のアサリ漁獲量の推移
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ます。より長期間栄養供給が持続するよう、通常の2倍
の大きさの商品を使用しています。使用期間は4～6ヶ月
程度となります。

今後の取り組み
　トリゼンオーシャンズ㈱は、藻場造成・藻場再生向け
に需要が高まるのではないかと考えています。藻場は水
生生物のすみかであるほか産卵場所、外敵からの逃げ場
といった重要な役割を担っています。さらに、近年では
二酸化炭素の吸収源として注目されるようになりました。
アマモなどの海藻、植物プランクトンなどが、主に光合
成によって吸収した二酸化炭素のうち、海洋生態系に吸
収され固定化される炭素のことを「ブルーカーボン」と呼びます。これは、森林などが吸収する炭素である「グリーンカー
ボン」とともに、二酸化炭素削減を目的とした気候変動対策として世界中で注目されています。四方を海に囲まれた
日本にとって、沿岸域での二酸化炭素吸収のポテンシャルは高く、ブルーカーボンを吸収源として活用していくた
めの具体的な検討が進められています。
　また、このブルーカーボンを活用したカーボン・オフセット認証も一部の地方自治体でスタートしており、尚もっ
てMOFU-DXの活躍の場が広がると考えられます。トリゼンオーシャンズ㈱では、藻場造成・藻場再生を目的として、
新たにMOFU-DXユニットを開発しています。MOFU-DX複数個を専用のカゴに入れ、ブロックごと設置すること
で作業効率を高めた商品であり、これからの活用が期待されます。
　弊社では、今後も現場の声に耳を傾け、社会の動向に注視しながら、全国の漁業関係者や、SDGsに取り組んでい
る企業・団体などにMOFU-DXの活用を提案していきたいと考えています。

MOFU-DX ユニット MOFU-DX 使用イメージ

納入作業風景 2（徳島県）

ACN レポートのバックナンバーは右記 URL にてご覧になれます。http://www.acn-npo.org/

製造元：トリゼンオーシャンズ㈱………https://www.torizen-oceans.com/

販売元：太平洋貿易㈱…………………https://www.pacific-trading.co.jp/

MOFU-DX
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